
（別紙３）

～ 2026年　2月　21日

（対象者数） 3 （回答者数） 2

～ 2026年　１月　31日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

　モニタリング会議で幅広い職種の意見が集約されるように

なったものの、利用児の変化についての考察には更なる職員

の研鑽が必要です。家族支援や移行支援、地域支援にも全職

員が意識して参画できるよう、児発管の指導や研修の継続が

必要です。

2

　経過や現状がすぐに取り出せるよう情報の整理と見える化

が課題でしたが、まだまだ課題解決には至っていません。ま

ずは指示書やマニュアル類をデータベース上に蓄積する作業

に取り組んでいきます。

3

　利用児の年齢や障害特性、集団形成の状態などによる活動

プログラムの工夫には、感性だけでなく知識や経験が必要で

す。障害特性や発達に関する研修で知識を向上すると共に、

他事業所等の見学を通して、工夫のヒントを収集していきた

いと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

　近隣の保育園の園庭開放に参加させていただいたり、利用

児が通う保育園との交流を行って来ました。今後も継続して

いきたいと思います。また年々減少していく利用児に対し、

通所支援だけでなく訪問支援も実施できるよう体制を整えて

行くとともに、医療的ケア児の保育園入園が難しい自治体に

対する働きかけにも力を入れていきます。

2

　無理のない形で研修が継続できるよう、研修計画を再構築

していきます。また集合研修だけでなく動画視聴等の活用、

外部研修参加と伝達講習など、様々な角度から幅広く職員が

研修を受講できるシステムを整え、職員が日々研鑽し、資質

を向上できるように取り組んでまいります。

3

　保護者懇談会は可能であれば年2回開催を目指したいと思

いますが、まずは年1回の開催を定着したいと思います。ま

た事業所開所10周年記念行事を計画しているので、地域の方

も参加していただけるような内容にできればと考えていま

す。

個別支援計画に基づいた支援を徹底している。

　全職員が揃うことが難しい状況に変わりはありませんが、

週1回会議の時間を設定し担当者が揃ってモニタリングを実施

できるようになりました。個別支援計画等は各利用児のPC記

録、個人ファイル、当日の掲示、記録入力システムからいつ

でも閲覧できるようにしてあり、常に支援計画を意識して支

援を行うよう工夫しています。

関係機関や医療機関と連携し、利用児にかかわる医療情報を

的確に収集し、支援に活かしている。

　利用児の大半は医療的ケアや健康面での配慮が必要なた

め、医療情報を的確に収集して支援しています。定期的な指

示書だけでなく、利用児に変化が生じた場合には都度書面の

見直し等を行っています。疑問がある場合は主治医訪問や文

書にて主治医や担当医に直接質問したり、相談支援専門員を

通じて医療機関と連携を取っています。

利用児に楽しんでいただけるようなプログラムを常に計画・

実施している。

　開所から10周年を迎え、好評・効果的だった活動が蓄積さ

れてきました。その活動プログラムをデータベース化するこ

とで、ゼロベースで活動計画を考える必要がなくなり、経験

が浅い職員も主体的に活動計画に参画しやすくなりました。

検索した活動を、利用児の年齢や障害特性に応じてカスタマ

イズし、楽しめるよう工夫しています。

保護者同士の交流や地域との交流を図れていない。

　コロナ禍以降中断していた保護者懇談会を再開しました

が、年度内1回の開催にとどまりました。欠席者フォローとし

て年度内にもう1度再会したいと思っていましたができません

でした。また地域のイベントに参加することはありますが、

事業所発信のイベントの企画はできていません。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用児の減少に伴い、集団活動が難しくなっている。

　全国的には医療的ケア児が増えていると言われています

が、当事業所近辺では年々医療的ケア児の出生が減ってお

り、当事業所の利用児は減少し続け、出席児が1名という日も

多々あります。保護者の当事業所に対するニーズは個別支援

よりも集団支援の方が高い傾向があり、少ない利用児に対

し、以下に集団保障していくかが課題です。

研修時間の確保が難しい。

　以前は計画的に研修を実施できていましたが、令和6年度の

報酬改定以降は義務化項目が増え、その対応に追われてしま

い、研修時間の確保が難しくなっています。義務化研修以外

の研修時間の確保が課題です。

2025年　12月　23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　重心児童デイ　からふる・ぶらんしゅ（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
2026年　2月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


